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　「かるばこ」を初めて見たとき、これは何だ？？？というクエスチョンマークが

頭をよぎった。引き出しも扉もなく、物を中に入れるという箱のイメージが見事

に裏切られたのだった。

　使い方は、持ち主の想像力次第。スツール、サイドテーブル、インテリア製品

の台など。保育園やキッズスペースでは子供が思い思いに遊ぶ。ショールームや

モデルハウスなどからの引き合いも多い。最近は、ダイニングテーブルの上に置

いて在宅ワーク用のデスクにする人もいるらしい。

　やさしさが漂う桐の素材。びっくりするほど軽く、一番大きいサイズで約3㎏、

中は約２㎏、小は約１㎏と、持ち運びが簡単だ。内部を発泡ウレタン素材で補強

することで強度が増し（耐荷重90㎏）、用途が広がった。

　春日部の桐箱は、江戸時代から

300 年続く伝統産業。若者や海外

の人たちにも桐の持つ「本物の良

さ・味わいの深さ」を伝えて行こ

うと、春日部桐箱工業協同組合が、

若手経営者やデザイナー主導で開

発した、まったく新しい桐製品。

　長引く在宅時間に、遊びの一品

を置いておくことで、家族の楽し

みが一つ生まれるかも知れない。

■ 厚川産業株式会社
　明治 31 年　春日部市で雛人形桐箱製造業として創業
　昭和 38 年　本社工場新設、住宅用建材を中心に量産本格化
　昭和 60 年　厚川産業株式会社に改名・改組

　代表取締役：厚川秀樹
　本社：〒 342-0008　吉川市旭 10 -1　T E L ：048-993-2002
　http://www.atsukawa.co.jp/
　（春日部支店取引先）

■ 春日部桐箱工業協同組合
　〒 344-0062　春日部市粕壁東 2-2-29　TEL：048-761-6851
　http://www.kasukabe-kiribako.com/

⑮

OECD世界経済見通しが改訂された。世界全体の実
質GDP成長率は、2020年▲ 3.5％の後、21年は

＋5.8％。半年前の予測では、21年はコロナ前の水準（19
年）に丁度戻る姿だったのが、この半年間で様変わりの
急加速である。
　地域別にみると、中国が、20年にプラスを維持した
うえで、21年は＋8.5％の高成長。米国も、大規模な財
政刺激策もあって、半年前には想像し得なかった＋6.9％
の急拡大である。これに対して日本は、昨年の落ち込み
の半分程しか戻らない。年初来のコロナ感染再拡大やワ
クチン普及の遅れが影響している面は、確かにある。

しかしながら、もう少しロングスパンで、20～
22年の 3年間合計の成長率にも着目してもら

いたい。世界が昨年のコロナショックを乗り越えて、
+6.7％の成長と見込まれているのに対し、日本は漸く
コロナ前の水準に届くかどうかという停滞ぶりである。
　これをどう解釈すべきだろうか？　勿論、人口減少
問題に直面し潜在成長力の低い日本に、中国や米国の
ような高成長は望むべくもない。ただ、コロナ被害が
深刻だったＥＵ諸国が、その後しっかりした足取りで
回復を遂げる姿と比較しても、かなり見劣りしている
点は見逃せない。

一般に、世の中の激動期・変革期には、没落する
勢力が幅広くみられる一方で、チャンスと捉え

て目敏く立ち回る者も大勢現れる。いま世界で起きて
いる動きを仄聞するにつけ、そのうねりの巨大さ、迅
速さに驚きを覚える。
　それは、半導体などのＤＸ分野にとどまらない。金属、
エネルギー、食料などの広範な一次産品で需要が拡大

し、価格が急上昇している。積極的な動きは企業部
門だけではない。米国では住宅建設が爆発的に増加
し、“ウッドショック ”と呼ばれるほどに世界の木材
価格が高騰している。
　こうした世界経済の拡大は、日本にも大いに恩恵
をもたらしている。得意とする半導体製造装置を筆
頭に、輸出の増加が国内需要の落ち込みを下支えし
ている。しかしながら、その一方で、内需型企業にとっ
ては、為替円安傾向とも相まって、原燃料価格の高
騰という形で収益の圧迫要因になり始めており、先
行き注意が必要だ。

世界が活発に急展開する中で、日本のコロナ対策
は、これまでのところ籠城作戦である。人流を

抑えて嵐が過ぎ去るまで耐え忍ぶという “緊急事態宣
言 ”が象徴的だ。政権交代や連立政党交代が毎回起こ
る欧米諸国とは違って、長期安定政権を誇る日本は、
本来、小手先の点数稼ぎなどせずに、将来を見越した
一貫した政策を大胆に実行可能な筈なのに、どうした
ことだろうか？
　基本動作の徹底以外に訴えるものがなく、根拠なき
精神論を繰り返す指導者層。ルーティン化した報道に
終始し、実務レベルの不備にばかり目くじらを立てる
マスコミ。それらを見て無力感を覚える国民。危機の
時代にも拘らず、国家戦略の議論が一向に盛り上がら
ない日本には、閉塞感が漂う。
　言うまでもなく、コロナ対策は経済面のみでは論じ
られない。とは言え、世界経済が急加速する中で、こ
のままでは日本だけが停滞するという認識は、忘れず
にいたい。　

2021年前半の経済、世界は大幅上方修正、日本は停滞

■ OECD 世界経済見通し（2021 年 6 月） （カッコ内は 2020 年 12 月見通しからの変化幅　単位：％、％ポイント）
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